
供給不安で100ドル台回復
NY原油先物相場は、1バレル＝101ドル台中盤まで急伸する展開になった。供給不安の織り込みが進み、

期近限月主導で急伸した。9月18日以来の高値を更新している。中東ではサウジアラビアとイエメン武

装組織フーシ派との間で攻撃の応酬が続いている。原油供給に対する直接的な影響は限定されているが、

先行き不透明感が強い。また、ホルムズ海峡ではイランによる商船への攻撃が激化している。湾岸諸国

からの原油供給の不安定化が警戒されていることも、原油相場には押し上げ要因になった。

また、ウクライナとロシアの戦闘も激化している。トランプ米大統領は両国の間で「エネルギー停戦」

が実現したと報告していたが、ウクライナ軍はロシアの製油所などに対する攻撃を強化している。一部

でロシアの製油所の稼働縮小も報告されており、供給リスクの織り込みが進んだ。一方、国際エネル

ギー機関（IEA）は既に実施済みの3億3,000万バレルに加えて、1億バレルの石油備蓄を放出すること

を正式に決定した。合計で4億3,000万バレルとなり、3月に合意された4億バレルを上回る見通し。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月9日時点）は、原油が前週比856万バレル減、ガ

ソリンが352万バレル増、石油精製品が253万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成
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供給不安の織り込みが続くと、9月高値を試す
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【展望】

供給不安の高まりを受けて、上振れリスクが高い状態が続く。

中東ではサウジアラビアとイエメン武装組織フーシ派の間で

攻撃の応酬が続いているが、サウジアラビアの石油関連施設

が大きなダメージを受けるようなことがあると、さらに急伸

する可能性が高まる。また、イランはホルムズ海峡の船舶通

航の管理を強化している。11月3日の米中間選挙に影響を及

ぼす目的があるとの報道もあるが、タンカーに対する攻撃報

告などがみられた際にも、原油相場が急伸する可能性がある。

WTI原油は100ドル、ブレント原油は110ドルの節目を上抜

いたことで、チャート主導の買いも膨らみやすくなっている。

WTI原油は9月高値106.75ドル突破を意識した展開になろう。

原油供給に対する直接的な影響が限定されても、前週のよう

に軍事的な緊張感が高まった状態が続くと、原油相場の上振

れリスクは高まる。新たな軍事行動が報告される状況が続く

と、このままじり高基調が続こう。特に、前週はウクライナ

がロシア製油所に対する攻撃を強化する動きが目立った。ロ

シアの製油所やパイプラインが大きなダメージを受けると、

ディーゼル燃料の供給不安を織り込む動きが強まる可能性が

ある。

一方、国際エネルギー機関（IEA）は1億バレルの石油備蓄放

出で合意している。ディーゼル燃料は2,000万バレルをでき

る限り早く放出するとされている。中東やロシアの戦闘状態

が一服すると、短期的な過熱感もあり、調整売りが膨らむ可

能性がある。米国とイランの停戦協議に関する新たな動きが

報告された場合や、株価急落で投資家のリスク選好性が後退

するといった動きがみられた際にも、上値の重い展開になる

可能性はある。
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